







































陸軍(陸上) 37 7 82 
海軍(海上) 3 1 
空軍(航空) 3 2 


















自衛隊 高知県(1)，愛媛県(1)，広島県(1)，山口県(1)， 1 1人|
島根県(1)，費跡県(1)





















































































































































































































































オラレン 16人 イナイ 4人
オラレナイ 12人 オラレナイ 3人
オレヘン 7人 オラン 2人
オラン 2人 オリマセン 1人
イナイ 1人 イラッシャラナイ 1人























































A型 + + 6{ 7X} 
B型 + 6{ 7X} 
C型 + Z( 3X} 
D型 71 (83X) 
総人数 85 {101} 
















A型 + + 40 (47%) 
B型 + 17 (20%) 
C型 + 4 ( 5%) 
D型 24 (28%) I 
総人数 85 (100%) 
いても述部においても尊敬表
現を用いる回答者は一人もい
なかった。
質問③は、自分の部下を話
し相手として上官を話題にす
る場合である。その結果は
〔表5Jのとおりである。
ここでの結果をみると、上
〔凡例〕尊敬表現あり+尊敬表現なしー 官に対して尊敬形式を用いる
A型が半分しか現れていない。
一方、上官に対して尊敬形式を用いない CD型〉割合が28%あることに注
目したい。これは、おそらく調査時の場面設定による相違ではないかと思
われる。つまり、部下に話すときには、公的場面とはいえ、上官がその場
に‘いない'ことが強調されたための結果だと考えられるのである。もし、
部下に話すときでもまわりに話し手より上位の者がいたとすれば、尊敬表
現の使用率はさらに高くなることが予想される。
なお、質問②③で現れた結果は戦前の日本軍の場合とほぼ同様であるこ
とが確認された。
ここで、韓国の軍隊と日本の旧軍隊における敬語体系についてまとめて
みると、日本の場合は、話し相手とはあまり関係なく、自分の上官に尊敬
語を使うのに対し、韓国の場合は、話し相手が話題の上官よりさらに上官
であれば、話題の上官に対して尊敬語を使わなくなることがわかる。この
ように両国の軍隊で逆の現象がみられるのには、それぞれに求められる上
下関係の保ち方が異なるからであろう。
両国の軍隊でみられる上下関係の保ち方は、両国の一般社会での敬語の
運用法(注:ここで対象とする「一般社会での敬語の運用法」とは「規範」
日韓における軍隊敬語の実態 45 
とされるものではなく調査や文献資料によってあきらかにされた実際の運
用法を指す〉と比較して決して特別なものではないと思われる。すなわち、
それは両国の人々が上下関係を意識した場合の典型的な敬語運用法の現れ
だと考えられるのである。これらについて、もう少し具体的にみてみるこ
とにする。
日本の現代敬語は、典型的にはウチ・ソトといったものにより運用され
るといわれるが、第三者敬語の運用法としては、ウチの人のことをソトの
人に対して話題にする場合以外、すなわち、ウチの人同士またはソトの人
同士を話題の人物と聞き手とにする場合には、聞き手とは関係なく話題の
人物にあわせて待遇表現を選択することになる。この場合話題の人物が目
上であれば尊敬語を使用し、目下であれば使用しない。
戦前の日本の軍隊社会を眺めると、旧軍隊は‘ウチがない社会'もしく
は‘ウチしかない社会'といってよかろう。外部とのかかわりがほとんど
ない軍人たちは、階級によるタテ繰の中のどこかの位置に配置され、自分
以外のすべてはソトの人聞になる、というのが前者の捉え方である。つま
り、この捉え方では自分とソトしか存在しなくなる。後者は、軍隊全体を
一家(ウチ〉とみなし、ソトがないとする捉え方である。いずれの捉え方
においても敬語の運用の面での現象は同じものとなり、一般社会と同様、
話題の人物が目上であれば敬語を使用し、目下であれば使用しないという
ことになる。
それに対して、韓国の一般社会での敬語は、ウチ・ソトとは関係なく主
に上下関係〈年齢〉を原則的基準として運用される。その際、上の人のこ
とをさらに上の人に話すときには、話題となる上の人の上げるか下げるか
の選択を迫られることになる〈注:勿論ニュートラルな言い方があるとは
思われるが〉。これには韓国の庄尊法という敬語法が深くかかわっている
と思われるので、ここで徐(1984)による圧尊法の定義を示そう。
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「待遇すべき二人を対比させ、より上の人を高めるために一方の人を低めて表
現するものであるJ
こうみると、圧尊法の意識が韓国の軍隊で強く保持されているとみてよ
かろう。
一般の社会では、性、年齢、学歴、社会的階層、親疎開係、恩恵関係、
などのさまざまな要素が複雑に絡み合って敬語を使ったり使わなかったり
するわけである。しかしながら、軍隊はそれらの要素の一つ、すなわち、
上下(階級〉関係のみが際立つた社会である。この上下(階級〉関係とい
う基準のみに従った場合に、日本の場合には上の人はともかく上げる、韓
国の場合には最上官の前で上官を話題にするとき、上官を下げる、という
相違がでてくるのである。
5 まとめ
本稿ではまず、日本側について、戦前の日本軍と現代の自衛隊における
敬語の調査を通してその変化をみてきた。さらに韓国の軍隊の敬語の運用
法を調査し、軍隊そのものの性格がよりよく保持されていたと思われる日
本の旧軍隊との比較対照を行った。ここでは、主に日本の軍隊にみられた
現象を中心に、以上でみてきたことをまとめてみよう。
戦前の日本軍と現代の自衛隊における敬語については、まずそれぞれの
集団に存在する規範意識の強弱の差が指摘される。つまり、旧軍隊では軍
律を乱さず階級による上下関係を保持するためのことばづかし、に対する規
制が強く、人々の中には規範意識が強く存在していた。それに対して、自
衛隊では、敬語の使われる条件として、上下(階級)のみならず、日本の
一般社会と同様にウチ・ソト、親疎関係といった要素が密接に絡んで関与
しており、上下(階級〉だけに限った規範意識は比較的弱まっている。こ
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のような違いがあるため、両者の敬語体系の差をあきらかにすることは非
常にむずかしいが、今回のように階級による上下関係だけを軸とする調査
から第三者待遇法をみると、旧軍隊では上官のことを最上官にいうとき、
話題の上官に対して尊敬語を用いるのに対して、自衛隊ではばらつきがみ
られ、さらには話題の上官を上げないことを正しい敬語法だと，思っている
人もいる点など、旧軍隊とはかなり違った面がみられる。
その他、自衛隊に比べて旧軍隊では次のような特徴がみられる。
1) rれる・られる」敬語の専用
2)尊敬接辞「殿」は、海軍では使用されず、陸軍のみ使用されたこと
の存在動詞としての「おる」形の多用
4)旧陸軍では「であります」体、旧海軍では「です・ます」体で話され
たこと
日本の旧軍隊と韓国の軍隊における敬語体系には正反対の現象がみられ
たが、これは両国の上下関係の保ち方が異なることから説明できる。
軍隊が敬語の運用法を比較対照した場合に特色を示すのは、この集団が
階級による上下関係とL、う基準だけを用いた特殊社会であることによる。
軍隊は囲有の敬語の運用法を規範的に作り上げた社会ともいえるだろう。
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